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シュー生地の卵混入時の撹件状態が膨化に及ぼす影響　（その1 ）

生地の特性と膨化体積との関連

大谷女短大　○大喜多祥子　 山田光江　　 奈良女大家政　遠藤金次

【目的】演者らは一連のジュー生地調製条件検討の中で、特に卵混入時の撹倅では生地

成分の分散状態に加えて、取り込まれた気泡による生地比重値の変動が膨化に関与するこ

と、また撹倅中に生地内に取り込まれた気泡が焙焼時の生地内温の上昇に関わって膨化の

促進要因となることを報告したい2 )。今回は減圧下での撹件を採択することで、成分の均
質化と含気量をコントロールし、両者と空洞状膨化との関連についてさらに検討した。

【 方法】材料配合と第一加熱条件は既報1) に準じて一定とした。混入時の温度は生地の

状態に影響を及ぼす９ので、材料温、環境温を規定した。ルーと卵液の混合撹伴を減圧撹

件装置内で行ない、減圧度３段階（VI …160MinHg,減圧による沸騰の起こらない限度; V2…

460inmHg;V3…常圧）について、撹伴度３段階（Ml- 不足;  M2…適度;  M3…やや過剰）を組
み合わせ、生地成分の分散度合いと気泡含量の様々な生地を調製し、既報1)の方法に準じ

て生地の色・比重など｡の測定、検鏡を行い、焙焼製品､の形・重量・体積などとの関連を比
較検討した。

【 結果】①生地比重と製品体積は、既報と同様強い負相関となった。②Vlでは撹絆度が

増しても生地比重（約1.06）は変化せず、 ジュー状膨化が不可能で、生地内の気泡が不可

欠因子であることが立証された。③生地比重約1.03 程度では撹絆がMl→M3 になる程膨化体
積大となり、含気量（比重）が等しくても均質化により膨化が大となると言えた。④しか

し鬘3では、さらに比重低下しても体積は増大せず、含気量以外に膨化の要因となるものが

あるものと示唆された。　　　　1）演者ら：調理科学、24,209（1991）2 ）同、24.291（1991）
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香 気 に 及 ぼ す 加 熱 温 度 の 影 響（ 第 ２ 報 ）

教 育　 加 藤 征 江

目 的　 小 麦 粉 と バ タ ー と を 炒 め て 作 る ル ー の 香 気 に つ い て 、 加 熱 温 度 の 異 な る ３ 種 類 の

ル ー（ ホ ワ イ ト ル ー、 ブ ラ ウ ン ル ー、 未 加 熱 ル ー ） を 用 い て 官 能 的 に 調 べ 、 そ れ ら の 香 気

の 差 異 を 明 か に す る こ と を 試 み た。 更 に プ ラ ウ ン ル ー の 香､気 成 分 を 中 心 に ホ ワ イ ト ル ー の

そ れ と 対 比 さ せ な が ら、 加 熱 香 気 に つ い て 考 察 し た。

方 法　 官 能 評 価：　３ 種 類 の ル ー に つ い て 、 ル ー の 香 気 の 総 合 評 価 と ６ 特 性 香( 特 徴 あ る

香 り ） の ７ 項 目 を、 ５ 段 階 評 価 で パ ネ ル34 人 に 評 価 さ せ た 結 果 を 多 変 量 解 析 で 検 討 し た 、

香 気 成 分 の 分 析：　材 料 を 所 定 温 度 ま で 加 熱 し た ル ー(  ホ ワ イ ト ル ー：　nor: 、 ブ ラ ウ ン ル

：16  0-C   ） を、 ロ ― タ リ エ バ ポ レ ー タ に よ る 減 圧 水 蒸 気 蒸 留 し 、 香 気 成 分 の 捕 集 を 行 っ た。

そ の 香 気 濃 縮 物 をG    L   C し お よ びG   C  －M    S で 分 析 し、 成 分 の 検 索 を 行 っ た。

結 果　 ３ 種 類 の ル ー の 香 り は 官 能 的 に 有 意 に 識 別 で き た 。 ル ー の 香 気 の 総 合 評 価 と ６ 特

性 香 と の 相 関 分 析 で は 総 合 評 価 と 順 相 関 を 示 す 特 性 香 は 加 熱 に 関 係 し て い る 香 り と 考 え ら

れ た. ま た ク ラ ス タ ー 分 析 お よ び 主 成 分 分 析 に よ り、 ６ 特 性 香 に つ い て 考 察 し た 。

一 方 、 ル ー の 香 気 のG    L   C 分 析 結 果、 ホ ワ イ ト ル ー と プ ラ ウ ン ル ー と はG    L   C パ タ ー ン

は 非 常 に 異 な っ て い た。 加 熱 温 度 の 高 い ブ ラ ウ ン ル ー は ガ ス ク ロ マ ト グ ラ ム 上 の ピ- ク 数

が 多 か っ た。 、こ れ を ホ ワ イ ト ル ー の も の と 比 べ て み る と、 プ ラ ウ ン ル ー は ピ ラ ジ ン 類 等 め

含 窒 素 化 合 物 を 多 数 含 む こ と が 特 徴 で あ っ た。
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